
（別紙３）

〜 令和7 年 ４ ⽉ 30  ⽇

（対象者数）      9名 （回答者数）      7家族

〜 令和7 年 ３ ⽉ 31 ⽇

（対象者数）      7名 （回答者数）           7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⾳楽を使っての療育が児童発達⽀援において利⽤児童が楽し
く体を動かしたり、声を出すことで反応を引き出したりする
効果があることが今までの療育の中でわかってきているの
で、そのことを職員で共有しさらにいい⽀援ができるように
していきます。

2

集団活動の中で待ったり、お友達の様⼦を⾒たり、応援し
たりすることで⾝に着くことも期待しながら、個々の
捉え⽅をしっかりと把握し、その時にどう思ったかを
理解し利⽤児童の気持ちに寄り添い、できた︕がたくさん
積んでいけるように⽀援していきます。

3

⾔葉の発達がゆっくりなお⼦さんが多いので発語を促す
ためのスキルを習得する研修などを専⾨的な⽀援ができる
ようにしていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

朝の朝礼で共有したことを職員間でしっかり周知できる
ようにみんなが必ず⾒るボードを作る。
職員同⼠でのコミュニケーションをしっかり取りながら
伝達できるようにしていく。

2

同じ研修を個々に受けられる体制を作り、それに
対して後⽇話し合いができるようにしていきたい
と思います。
外部の研修への参加も今後検討していきたい。

3

保護者会については保護者の⽅の要望を聞きな
がら今後⾏っていきます。
地域との交流は積極的に⾃治会への参加に努めま
す。

○事業所名 放課後等デイサービスORANGE

○保護者評価実施期間 令和7年 ４ ⽉ 15 ⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年 ３ ⽉ 15 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇    令和7年   5 ⽉ 3  ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者会や地域のとの交流ができていない。 保護者会は⼟曜⽇・祝⽇も営業しているため開催
できる時間がとれない。仕事をしている保護者
の⽅も多いので開催⽇の設定が難しい。
地域との交流は考えていながら⾏えていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員間での情報提供をしているつもりだが、周知で
きていないことがある。

朝⼀で送迎に出ないといけないことが多く、全員で
の朝礼がなかなか難しい時がある。

研修の時間や会議の時間をとるようにしているが朝
から利⽤があるため全員での研修等が難しい。

朝からの利⽤がほぼ毎⽇あるので時間をとるのが
難しい。

職員は保育⼠、児童指導員（体育教員）、児発管も
保育⼠の経験を持っているので、保護者様、利⽤者
様に寄り添った⽀援ができていると思います。

保育⼠としての経験を元に、ピアノを使っての
朝の会や季節に合わせた歌を歌ったり、リト
ミックを⾏い、⾳楽を取り⼊れた療育を⾏える
こと。

⼦育て経験がある職員がほとんどなのでみんなの
お⺟さん的な雰囲気がある事業所だと思っています。特性に
合わせての⽀援はしていますが、社会に出てだめなことは
しっかりと伝えています。その中で楽しいことをたくさん経
験できるように⼯夫しています。

毎⽇⽇替わりで集団活動を⾏っています。⼿先
指先のトレーニングを主に⾏う活動だったり、
コミュニケーションの練習を⾏う活動だったり
⽬標を持っての集団活動を⾏っています。

児童発達⽀援と放課後等デイサービスが⼀緒の事業
所なのでお兄ちゃん、お姉ちゃんが⼀緒に遊んでく
れる。けんかしたり譲ってくれたり兄弟のような経
験ができる。

居場所として安⼼できる場所、アットホームな雰囲気である
ようにしています。その中で個別計画書に沿った個別の療育
の時間を設けてお⼦様の⽣活能⼒の向上に向けた⽀援を⾏っ
ております。

児童発達⽀援事業所における⾃⼰評価総括表公表


